
博物館総合調査速報版にみる博物館の現在地
〜未来への責任を果たすために〜

令和８年度

全国博物館長会議

令和8年7月10日

日本博物館協会 半田 昌之
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日本の博物館総合調査
•昭和49（1974）年以来、日本博物館協会（日博協）が、おおむね5年ごとに全国の博物
館を対象に実施している日本の博物館の運営実態に関するアンケート方式の調査。

•調査対象は、日博協の博物館データベースに登録されている全国約4500施設。

•第11回目となる今回の調査は、国内4,368の施設を対象に令和6（2024）年度に実施し、
2,507施設から回答を得た（解答率：57.4％）。

•日博協に設置した調査委員会において、集計結果の分析と報告書の作成を進めてい
る。

• 3月31日、調査結果の概要を速報版として公開した。

•最終報告書は、令和8（2026） 年度上半期中の公開を予定している。

現場での博物館運営の充実にご活用いただければ幸いです。

ご協力いただいた施設の皆さまに改めて心より感謝申し上げます。

速報版URL :https://www.j-muse.or.jp/news/detail/?pid=1502
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回答いただいた博物館の類型
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日本の博物館の典型的な姿

• 開館からの年数   35年 (+5)

• 敷地総面積 4,075㎡ (+265)

• 建物延べ床面積 1,370㎡ (+33)

• 常勤職員数 3人

• 非常勤職員数  0人 (-1)（令和元年：51.9%→48.7%）

• 学芸員資格保有者常勤職員数 1人

• 資料（人文系資料） 3,000点 (+265)

• 資料（自然系資料） 503件 (+3)

• 開館日数 300〜324日

• 入館者数 5,000人未満 （平均値：66,601人）



日本の博物館の現在地 １
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さまざまな制約の中で「自分たちでできる
こと」に取り組む博物館現場の活動は進展
しつつある。



博物館資料のデジタル化 【速報版 ６(7)】

• 前回調査から着実に増加（１〜2割）

・ 全体では62.6%

・ 美術館では8割以上

・ 国立館も約8割
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博物館資料のデジタル化
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・登録・指定施設以外での取り組みが遅れている
・公開は全体的に進んでおらず今後の課題（全体で16.4%）



利用者サービス 【速報版 13・15】

・バリアフリー
◆車椅子貸出し：77.5%、 多機能トイレ：76.6%、 介助犬同伴OK：65.3%、

 筆談・手話・視聴覚障害者対応：50.4%、身障者用エレベーター：45.1%

・多言語化
◆ 外国語の館内・展示案内パンフレット：49.7%

・キャッシュレス決済
◆ クレジットカード：25.2%、電子マネー等：29.9%

・Wi-Fi
◆ 館内の入館者が利用できるWi-Fi：47.4%
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「各博物館の課題」で５割以下の項目
（課題感が減少している項目）【速報版 21(1)】



日本の博物館の現在地 ２

現場の取り組みを支える基盤の整備状況は
厳しさを増し、博物館の持続的な運営を支
える基盤は危機的状況に向かいつつある。



資料収集保管の基本方針 【速報版 ６(1)】

•コレクションポリシーを明文化している博物館は34.4%
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資料収集（購入予算） 【速報版 ６(3)】

•資料購入予算がない博物館が全体の65％

• 100万円未満を含めると9割弱
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収蔵庫の状況 【速報版 ６(4)】

•収蔵庫の使用割合：９割以上が39.3%、入りきらないが24.4%
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「各博物館の課題」で７割以上の項目
（課題感が増加している項目） 【速報版 21(2)】



「博物館界が抱える課題」で７割以上の項目
（課題感が増加している項目） 【速報版 21(2)】



日本の博物館の現在地 ３
現在地から「これから」を考える

＊博物館の現場・設置者・施設の所管部署の対話と連携

＊国・自治体の博物館支援政策の拡充

＊博物館現場の意識革新と社会に「開く」事業展開

＊現場の博物館運営を支援する中間支援機能の充実

＊社会・利用者の声を聞く耳、柔軟な対応体制

＊未来への責任、社会資本・公共への奉仕者としての自覚



博物館に求められる
「未来への責任」を果たすために

日博協もがんばります！
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今年度の事業のトピックをご紹介します



Ⅰ 普及啓発事業 (情報発信・課題共有・提言)

• 第74回 全国博物館大会
＊11月18日(水)〜20日(金) 岩手県盛岡市（岩手県民会館 他）で開催

テーマ：「地域の未来と博物館

〜東日本大震災発生から１５年を経て～ 」
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• 第33回全国博物館長会議（共催：文化庁）
＊7月10日(金) 東京・文部科学省講堂で開催

   ＊テーマ：「新しい発想で博物館の機能を強化する」

• 月刊誌『博物館研究』
＊統計、新館・イベント紹介、特集、ICOM・海外情報

投稿原稿もお待ちしています



II 博物館支援事業 (博物館への支援・情報発信の強化)

・ 全国の博物館の整備・支援機能の強化

＊車いす、ベビーカーの配布
令和8年度：車いす(65台)、ベビーカー(65台)を配布予定（日本宝くじ協会助成）

・ 博物館のリスクマネジメント体制づくりへの支援

＊会員館園を構成員とする博物館の傷害・賠償保険の加入

● 指定管理者向けプラン／お見舞金支給 など

● 展示資料等、動産保険についてもお問合せください

• ホームページ機能の強化
＊「博物館への寄付ポータル 未来を創る仲間づくり！」

https://www.j-muse.or.jp/donation_portal/

ご活用ください！

＊会員館園相互の情報交換機能の充実（パスワード取得館約 800館）
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＊ジャパンサーチ連携にかかる所蔵作品データ提供機関の募集について

博物館情報の社会への公開・共有の促進

• 日本博物館協会は、ジャパンサーチへ所蔵作品データを提供する博物館

園を全国的に取りまとめる「つなぎ役」を担うことになりました。

つきましては、所蔵作品データを提供いただける機関を募集いたします。

詳細は、以下の資料をご参照ください。

1. ジャパンサーチ連携にかかる所蔵作品データ提供機関の募集について

2. 別添資料 「（説明資料）ジャパンサーチとの連携は？」
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• 大規模災害等への対応

＊日博協「博物館絆プロジェクト」：大規模災害等で被災した博物館・文化財への支援

◎ 能登半島地震；

＊現地での救援活動への職員派遣
・文化庁から国立文化財機構 文化財防災センターの救援事業は終了

★派遣実績：令和6・7年度で延べ251人

 ＊今後、石川県からの要請を踏まえ、必要に応じて支援活動の実施を検討

  ◎ 川崎市市民ミュージアム等への被災文化財修復活動への支援の継続
＊被災資料の安定化処理作業への参加者派遣 情報発信事業での連携 など

＊募金・寄附金の募集（今後の大規模災害への対応）

＊大規模災害等の救援等の事業に職員を派遣できる会員館園の登録依頼

★令和8年度登録館園数：76施設
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Ⅲ 調査研究事業(博物館振興・制度的課題への取組)

• 博物館法改正と今後の博物館制度の在り方

＊令和8年度 文化庁博物館機能強化推進事業
 「新登録制度推進事業及び博物館総合サイト運営」の受託

○ 登録博物館制度の拡充
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• 博物館総合調査

＊ 調査へのご協力有難うございました。

 ＊ おかげさまで2300館以上から回答をいただきました。回答率53％

＊ 3月末に概要データを「速報版」として公開しました。

 ＊ 現在、報告書の作成を進めています。



Ⅳ 資質向上事業 (課題検討・学芸員等職員のスキルアップ)

• 研究協議会（研修会）・シンポジウム等の開催
＊資料の収集・管理、収蔵庫問題

 ＊学芸員の人材育成

＊持続的経営基盤の整備 etc.
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• 顕彰
＊ 博物館への功労表彰：永年勤続、博物館への寄附・寄贈

＊「博物館研究」掲載の論考対象：棚橋賞

＊ 各館の活動報告から選考する博物館活動奨励賞

＊ 日本博物館協会賞

第5回受賞施設：小樽市総合博物館

第6回受賞施設：伊丹市昆虫館

第7回受賞施設：高知県立高知城歴史博物館



•美術品等梱包輸送技能取得士資格認定事業
＊背景

○高度な技術を持つベテラン職員のリタイア（輸送業界）

○学芸員の資料取扱い技術の低下

○美術品の国家補償制度の導入等への対応

＊テキスト『博物館資料取扱いガイドブック』（2訂） ご活用ください！

＊平成26年度から3級〜1級試験を本格実施
令和7年度現在の有資格者数（3級；594名、2級； 305名、 1級；41名 ）

＊当面は輸送梱包業者の社員を対象に実施
○ 安定した試験実施体制の確立

○ 審査できる専門家の確保

○ 制度全体を維持する資金的基盤の整備

  ○ 学芸員に対する研修・講習実施の検討
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Ⅴ 国際交流事業(海外博物館との交流・連携・協働・情報発信)

• 国際博物館の日（5月18日）記念事業
＊ 令和8年度；

「 “Museums Uniting a Divided World”  (分断された世界をつなぐ博物館） 」
無料（減免）開館、記念品贈呈、地域連携イベント等 約200施設

 ＊記念シンポジウムの開催（5月24日：国立科学博物館）

• ICOM倫理規程の改定（2026年6月の総会で採択）
https://icom.museum/wp-content/uploads/2026/06/Code-of-Ethics_2026_EN-1.pdf

 ＊ 日本語版の作成準備
 ＊ 日本博物館協会の「博物館の原則」「博物館関係者の行動規範」の改定
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日博協は 2028年に百周年を迎えます
博物館振興のために歩んだ100年を
振り返り 記念事業も計画します

100年を祝うイベントとしてではなく
これからの博物館振興のために

再出発していきます！

引き続きのご協力・ご支援を
よろしくお願いいたします。
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